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本書は大学教育学会における 3年間の課題研究の成果をまとめたものである。タイトル
にある「思考を鍛えるライティング教育」の目標は，変革期を生きる人間形成の基本とな
る，教養ある「自律した書き手」の育成にある。本書では，4部構成で「書くこと」に必須
の「考える」「読む」「対話する」力を育む数多くの授業・教材例を通して，大学での「アカ
デミック・ライティング」や，高校での「探究学習」に役立つ視点や実践を提供している。
また意欲的な取り組みを行っているライティングセンターによる支援についても複数紹介
している。中高から大学，そして社会人までの長いスパンで「書く力」を育むことに関心
のある読者にぜひお読みいただきたい。
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